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明
石
哲
三
君
は
鋭
い
感
覚
の
画
家
で
あ
り
、
「
生
き
も
の
」
に
興
味
を
も

つ
自
然
科
学
者
で
あ
り
、
し
か
も
、
最
も
人
間
の
原
始
的
な
す
が
た
を
愛
す

る
詩
人
で
あ
る
。

　
彼
は
そ
の
性
情
と
肉
体
の
特
殊
な
偏
向
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
特
に
い

は
ゆ
る
「
南
方
」
の
土
と
空
と
に
惹
か
れ
、
屡
々
飄
然
と
一
嚢
を
肩
に
し
て

海
を
渡
り
、
赤
道
の
陽
を
浴
び
て
ひ
と
り
歓
喜
の
叫
び
を
あ
げ
た
。

　
彷
浪
の
芸
術
家
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
健
康
な
彼
の
生
活
か
ら
、
求
め
得

る
も
の
は
奇
怪
な
幻
想
で
は
な
く
し
て
、
初
々
し
い
感
動
で
あ
る
。
い
は
ゆ

る
、
「
南
方
進
出
」
を
志
す
徒
輩
の
一
見
壮
ん
な
る
意
気
よ
り
も
、
私
は
、

彼
の
皮
膚
と
血
液
が
物
語
る
「
南
国
の
に
ほ
ひ
」
を
こ
の
上
も
な
く
貴
い
も
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の
と
思
ふ
。

　
記
録
の
価
値
は
、
必
ず
し
も
「
知
ら
し
め
る
」
こ
と
の
み
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
寧
ろ
、
「
感
じ
さ
せ
る
」
こ
と
の
深
さ
浅
さ
に
よ
つ
て
定
る
の
で
あ

る
。
事
情
通
の
紹
介
な
る
も
の
が
往
々
に
し
て
事
情
の
底
に
触
れ
ず
、
彼
の

絵
筆
と
何
気
な
く
書
き
と
め
た
日
記
の
断
片
が
、
わ
が
新
占
領
地
の
風
物
と

人
情
と
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
わ
れ
わ
れ
の
胸
に
刻
み
つ
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

大
い
に
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
功
利
に
曇
ら
さ
れ
な
い

眼
ほ
ど
た
し
か
な
も
の
は
な
く
、
も
の
を
味
は
ふ
心
ほ
ど
真
実
を
つ
か
み
得

る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
序
に
書
き
添
へ
れ
ば
、
明
石
君
が
私
の
家
の
玄
関
に
立
つ
と
、
私
に
は
椰

子
の
風
が
吹
い
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
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二
千
六
百
二
年
初
夏
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
岸
田
國
士
全
集26

」
岩
波
書
店

　
　
　1991
（
平
成3

）
年10

月8

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
南
方
絵
筆
紀
行
」
鶴
書
房

　
　
　1942

（
昭
和17
）
年12

月25

日
発
行

初
出
：
「
南
方
絵
筆
紀
行
」
鶴
書
房

　
　
　1942

（
昭
和17

）
年12
月25

日
発
行

入
力
：tatsuki

校
正
：
門
田
裕
志

2010

年3

月1

日
作
成
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2016

年4

月14

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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